
　タバコシバンムシ Lasioderma serricorne （Fabricius）
（コウチュウ目：シバンムシ科）は非常に広い食性
を持ち，乾燥食品，葉タバコの重要害虫であるとと
もに，時には畳や建材などで繁殖することもあ
る 1）～5）。本種は香辛料においても被害事例が多く，
伝統的に「虫除け」として使われることもある乾燥
唐辛子をも加害する 6）,7）。
　乾燥食品における殺虫法としてはくん蒸が最も安
価で普及しているが，殺虫力が強く世界中で使用さ
れてきた臭化メチルはオゾン層を破壊する恐れがあ
るため，モントリオール議定書により 2005年に先
進国では一部を除き使用が停止され，その代替くん
蒸剤として利用されているリン化水素は抵抗性昆虫
が既に世界各国で報告されている 8）。そのためくん
蒸に代わる技術の開発が急務である。ガンマ線照射

は食品への残留性がなく，抵抗性害虫の発達の恐れ
もないため，有力な代替手段の一つである。タバコ
シバンムシに対する効果もいくつか報告されている
が 9）～11），タバコシバンムシの加害対象とガンマ線照
射の殺虫効果の関係は明らかではない。そのため，
本研究では乾燥唐辛子を餌として飼育したタバコシ
バンムシに対するガンマ線照射の殺虫効果を調査し
た。

実験方法

１．供試虫と試料の調製

　タバコシバンムシは富士フレーバー株式会社より
分譲され，食品総合研究所の恒温恒湿室内で 25℃
70％ RHの条件で継代飼育している系統を用いた。
乾燥唐辛子はカイエンペッパー輪切（エスビー食品
株式会社，中国産，100g入り）を用いた。乾燥唐辛
子は開封後，1週間 30℃ 70％RHの恒温恒湿室に置
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Summary

はじめに

　　Effect of gamma irradiation on the survival of the cigarette beetles reared on cayenne pepper was investigated. 

Gamma ray at a dose of 62 Gy completely killed eggs and larvae of the beetles. Some pupae survived at 540 Gy, but all 

pupae were killed at 1076 Gy.
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いてから，実験に使用した。丸形プラスチックケー
ス（直径 8 cm×高さ 4.5 cm）に 1ケース当たり 15g
の乾燥唐辛子を入れ，そこに出現後 6日以内のタバ
コシバンムシを 40頭放した。それを 30℃ 70％ RH
の恒温恒湿室に置き，成虫を 5日後に取り除いた
後，再び，30℃ 70％RHの恒温恒湿室に置いた。卵
の試料としては成虫投入の 6日後（成虫除去の翌
日），幼虫の試料としては 26日後のものを用いた。
乾燥唐辛子でタバコシバンムシを飼育した場合，幼
虫の発育のばらつきが大きいため，蛹だけを選び出
して丸形プラスチックケース（直径 6 cm×高さ 3.5 
cm）に入れ照射用試料とした。

２．照射処理と効果判定

　卵と幼虫の試料にはおよそ 0（無照射），50，100，
250，500，1000 Gy，蛹の試料にはおよそ 0（無照
射），50，100，500，1000，1500，2000 Gyの線量の
ガンマ線を照射した。照射後，それぞれの試料を 30
℃ 70％RHの恒温恒湿室に置き，卵と幼虫では成虫
が出現し始めてから40日後，蛹では照射の2週間後
まで，出現する成虫を数えた。それぞれの発育ス
テージで繰り返しは 3反復であった。正確な線量は

アラニン素子（Alanine Pellet Dosimeter ES200-2106, 
Bruker Biospin）を試料容器表面に装着して試料と
同時に照射し，NPLから提供された標準アラニン素
子を用いて作成した検量線から求めた。アラニン線
量計の ESR測定は，Bruker EMX Plusで行った。

実験結果および考察

　Table 1, 2に結果を示す。卵と幼虫は実験で用いた
最も低い線量である 64 Gyでもすべての個体が死亡
した。蛹は 540 Gyでも生存している個体があった
が，1076 Gy以上では生存しているものはいなかっ
た。
　ガンマ線の線量とタバコシバンムシの生存率の関
係はいくつか報告がある。Tilton et al.は米ぬかと小
麦全粒粉の混合物に 0.5％乾燥酵母を混ぜたもので
飼育したタバコシバンムシで報告しており，幼虫は
132 Gy（試験で用いた最低の線量）で完全殺虫がで
きたものの，蛹は 1000 Gyでも 16％の生存率があっ
た 10）。Ignatowiczはタバコで飼育したタバコシバン
ムシで報告しており，この研究では幼虫と蛹は 120 
Gy，卵は 90 Gyで完全に殺虫ができた 11）。これらと
比較すると，今回の研究では卵と幼虫は最も低い線
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Table 2 Number of adults emerged from pupal-stage samples after irradiation by gamma-ray.
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Table 1 Number of adults emerged from egg- and larval-stage samples after irradiation by gamma-ray.
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量で殺虫ができ，蛹では供試個体数が少ないものの
Tilton et al.と Ignatowiczの報告の中間程度であっ
た。このような違いはタバコシバンムシの系統，タ
バコシバンムシの飼育に用いた餌などの飼育条件，
ガンマ線の線量率などの照射条件に起因するものと
思われる。

まとめ

　乾燥唐辛子で飼育したタバコシバンムシにガンマ
線を照射し，その生存率を観察した。卵と幼虫は 62 
Gyですべての個体が死亡したが，蛹は 540 Gyでも
生存している個体があり，1076 Gyですべて死亡し
た。
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